
市民憲章
わだくしEちI，L利根111と手首測でtJ'ごまれ自燃と歴!;Eこは

ぐくまれE我孫子の市民です。

わEくし1::51<1，田富顎育文化都市をめざす市民としての語
りをもち、明日Pの顕いをこめて、ここ巳市民軍章を定めます。

)j(と緑と土のに高いガいっぱいの住みよいあびこにします

胞と体をきEえ生き生きと飽き伸びゆくあびこにします

老人在大切Cし子どもの事を育て 幸世話あびこにします
ふるさとを愛し文化在高め豊世話高びこにします

ゐん起で話しあいきまりを守り切るいあびこにしま菅

収
益
金
の
使
い
方
や

回
収
方
法
に
各
地
区
で
工
夫
、
が
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去
る
十
月
二
十
二
日
か
ら
一
一
十
三
し
、
地

t
建
設
業
会
、
地
詑
商
庖
会
、
?
っ
ぷ
ん
に
行
き
届
か
な
い
商
も
あ

日
に
か
け
て
の
台
風
二

1
四
号
に
よ
俣
師
会
、
薬
業
会
、
清
掃
業
会
、
消
防
り
、
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

り
、
我
孫
子
市
に
お
い
て
は
、
床
k

回
、
日
本
赤
十
字
社
等
の
み
な
さ
ん
の
ま
し
た
が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、

浸

水

二

百

七

十

三

戸

、

早

期

に

復

旧

す

る

こ

床

下

浸

水

八

百

八

十

台

風

M
号

に

よ

る

と

が

で

き

ま

し

た

。

戸

が

け

く

す

れ

八

災

害

お

見

舞

高

は

こ

の

災

か
所
、
ま
た
市
内
い

t
J
a
↑

、

.

，

j
:

書
を
教
訓
に
、
行
政

た

る

所

で

道

路

冠

水

市

長

渡

辺

藤

正

と

し

て

の

対

応

策

を

の

被

害

を

受

け

ま

し

考

え

て

ま

い

り

ま

す

た
。
こ
こ
に
誕
ん
で
被
災
の
お
見
緑
協
力
を
い
た
だ
き
、
三
日
間
に
わ
た
り
、
の
で
、
ご
現
解
、
ご
協
力
を
賜
わ
り

い
今
」
申
し
上
げ
ま
す
夜
を
徹
し
て
努
力
い
た
し
ま
し
た
。
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
頼
い
申
L

市
で
は
、
こ
の
た
び
の
水
害
に
際
彼
災
さ
れ
た
み
な
さ
ま
方
に
は
、
じ
上
げ
ま
す
。 み

な
さ
ん
の
自
治
会
・
子
供
会
で
は
資
源
回
収
一

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。
回
収
団
体
に
は
、

一
回
収
代
金
・
奨
励
金
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
そ
の
使
い
道
や
殴
収
方
法
も
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
一

一
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

争9月の資環回収売り上げ

古紙・さ世絵 1420kgX 6円 852泊四

空ピン 570kgX I円 5701'l 

企 画 類 360kgx I同 380円

合 計 2350kg Sl叩円

⑨9月の奨励金交付額

実軍国担量 12350'gX 5円 1117叩円

世帯別|別世帯X10円|問胴

合計| 113130円

で
は
、
こ
れ
ら
の
資
源
売
り
上
げ
金
と
湖
北
台
四
丁
目
自
治
会
で
は
、
自
治

奨
励
金
を
自
治
会
、
子
供
会
で
分
配
し
会
の
事
務
所
建
設
の
一
部
に
当
て
て
い

て

い

ま

す

ロ

ま

す

悶

収
益
金
の
使
い
道
は
さ
ま
ざ
ま
栄
町
会
で
は
、
建
設
中
町
青
年
館
の

各
自
治
会
や
子
供
会
で
は
、
資
源
回
備
品
の
購
入
を
計
同
し
て
い
ま
す
ロ

収
で
得
た
お
金
を
、
そ
れ
ぞ
れ
有
意
義
つ
く
し
野
北
自
治
会
で
は
、
夏
ま
つ

に

使

う

て

い

ま

す

ロ

り

、

文

化

部

の

部

設

、

パ

ス

旅

行

な

ど

布
佐
・
大
和
町
子
供
会
で
は
、
夏
、
自
治
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す

ア
ス
レ
チ
ソ
ク
に
出
か
け
た
と
き
、
刊
が
、
資
源
回
収
の
収
益
金
を
こ
れ
句
肉

用
の
一
部
に
当
て
ま
し
た
。
一
部
に
役
立
て
て
い
ま
す
ロ

組
大
ゴ
ミ
の
収
集
を
行
い
ま
す

年
二
回
ほ
ど
、
無
料
で

資
源
と
し
て
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
さ
に
販
売
宿
や
小
売
出
を
通
し
て
引
き

な
い
粗
大
ゴ
ミ
(
タ
ン
ス
、
ベ
ソ
ド
、
取
つ
て
も
り
つ
よ
、
う
ヲ
お
閑
頗
明
い

L
て
き
ま

応
接
セ
ソ
ト
、
大
刑
引
干
テ
レ
ビ
、
ポ
リ
パ
し
た
。
し
か
し
、
引

ス
な
ど
)
に
つ
い
て
は
、
買
い
替
、
え
え
ど
で
き
ず
に
苦
慮
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

か
左
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
引
き
取
り
困
難
な
粗
大
コ

ミ
ミ
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
、
町
内
会

わ
で
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ク

粗

リ

l
ン
セ
ン
タ
ー
と
協
議
の
フ
え
、
無

山
科
で
年
一
一
回
程
度
内
収
集
を
行
い
ま
す
。

な
な
お
、
引
越
し
な
ど
一
時
的
に
多
長

川
に
コ
ミ
が
習
場
合
、
ま
た
至
急
に
処

タ
分
し
た
い
場
合
な
ど
は
、
各
家
庭
で
ク

リ
l
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
、
申
し
込
む

か
、
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

浄化槽の適正な維持管理で
手賀isをきれいに

z 市し尿浄化槽対策協議会が健用者に個別指導=

市
町
河
川
や
川
市
町
汚
染
は
、
十
川
で

も
最
悪
の
北
態
で
す
。

こ
れ
は
近
年
し
尿
浄
化
情
的
設
抗

が
急
融
に
普
止
し
た
も
の
の
紺
持
竹

瑚
が
不
十
分
な
た
め
本
来
問
機
能
を

発
揮
で
き
な
い
で
い
る
こ
と
も
大
き
な

原
因
の
ひ
と
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
し
尿
市
化
槽
対
策
協
議
会
で
は
、

L
尿
浄
化
槽
が
、
よ
く
働
く
よ
う
に
正

し
い
使
い
方
を
指
導
し
て
、
住
み
良
い

同
時
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
十
一
月

か
り
使
用
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
し
尿

浄
化
槽
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
き

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
日
践
に
つ
い
て
は
、

追
っ
て
広
報
・
ハ
ガ
キ
な
ど
に
よ
っ
て

連
絡
し
ま
す
。

wv
問
い
合
せ
特
末
処
理
セ
ン
タ
ー
内

我
孫
子
市
し
尿
浄
化
櫓
対
策
協
議
会

11月23日

た之
さてつ一

一
資
源
回
戦
代
金
・

揃
奨
励
金
の
し
く
み

nx 
制
今
年
一
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
資
源

〈
化
事
業
は
、
も
う
二
か
月
で
一
周
年
を

怜
迎
え
ま
す
。
悶
月
か
句
七
月
ま
で
に

よ
一
世
帯
当
た
り
一
月
平
均
九
J
守
的
古

~
紙
・
空
ピ
ン
・
金
属
類
な
ど
の
資
源
が

え
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

迎
市
が
定
め
た
資
時
回
収
臼
に
合
わ
せ
、

年
各
家
庭
で
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
資
ま
た
、
自
治
会
と
子
供
会
が
協
力
し

l

源
は
、
各
資
源
包
収
団
体
(
自
治
会
、
合
っ
て
資
源
回
収
を
行
っ
て
い
る
閉
体

何
町
内
会
、
子
供
会
な
ど
)
単
位
で
、
再

ず
生
資
源
取
扱
業
者
(
登
録
業
者
)
が
買

I
L
-
p
i
J
B
E
E
-
f
I
B
I
-
-‘
1
、

.
I
E目
?

』

と

が

な

い

よ

う

で

し

た

L

書
・
惟
芥

す
1
J
b
F，

司

〆

曲

面

回

E
L
O晶
f
ド
-
B
F
F

、v
p豪
語
、
百
叶

F
H引

4
3
d
内

ι川
い
取
り
、
そ
の
売
り
上
げ
金
は
、
零
時

t
t
E
臥
U
L

二
1

回

4
4、
旧
H
3
3制
円

A
dヲ
ノ

タ

ト

@

伝

当

日

同

肱

刈

一

目

H
一
閉
山
開
ゴ
ミ
町
出
し
方
が
徹
底
し
て
い
て
い
た

七

盟

国

体

に

入

り

ま

す

。

こ

の

ほ

か

市

ふ

身

弘

、

曹

三

F
E唱
ザ

|

ず

f
f
h相
同

v!;η
主
主
説
剥
U
U
E
J
H吋
か

ら

で

す

ロ

れ
れ
1

一
町
村
山
川
目
れ
れ
引
船
戸
地
区
を
訪
問
し
て
み
ま
し
た
ド
引
け
日
目

u
h
F
L
U
Uお
け
れ
げ
持
M

L

U

町一江

V
A門
戸

時
が
、
資
諏
回
収
図
体
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
資
源
回
収
は
、
頗
認
に
行
っ
と
こ
ろ
で
は
、
一
部
役
員
の
方
だ
け
が
資
源
回
収
が
あ
っ
た
日
、
資
源
化
指
導
く
わ
か
り
ま
し
た
ロ
い
ろ
い
ろ
な
人
が
っ
た
人
が
、
そ
の
日
の
反
省
、
集
畳
半

新
あ
る
自
治
会
(
百
九
士
一
世
帯
)
は
て
い
る
団
体
、
も
う
少
し
で
軌
道
に
乗
務
理
・
指
導
に
苦
労
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
民
と
と
も
に
船
戸
地
区
や
訪
ね
て
み
ま
い
ま
す
が
、
や
は
り
、
自
分
た
ち
で
出
項
J
V
I

」
書
き
入
れ
、
次
円
資
源
一
回
収
の
当

資
九
月
、
資
拘
回
収
に
よ
っ
て
二
万
一
ニ
干
る
団
体
な
ど
、
そ
の
進
み
呉
合
は
さ
ま
資
源
一
回
集
、
膨
れ
昨
コ
ミ
収
集
を
よ
り
し
た
。
し
た
ゴ
ミ
で
す
か
ら
ひ
と
り
ひ
と
り
安
番
に
減
し
て
い
く
と
い
っ
た
や
り
方
を

百
八

O
円

富

士

得

ま

し

た

。

内

訳

ぎ

ま

で

す

ロ

み

な

さ

ん

の

ス

ム

ー

ズ

に

行

う

た

め

に

「

l
U什
バ
川
刊
川
引
任
持
た
な
い
と
」
と
語
っ
て
、
ま
し
た
。
と
っ
て
い
ま
す
。
反
省
主
に
は
、
べ

民

主

的

と

お

り

で

す

。

一

船

戸

台

自

治

会

立

ち

合

っ

た

ク

リ

ー

ン

セ

ハ

タ

ー

の

ン

キ

缶

・

カ

ミ

ソ

り

の

刃

向

扱

い

な

ど

4
U
 

体

午

前

七

時

三

O
分
。
早
く
も
資
源
回
職
員
も
、
収
集
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
を
詳
細
に
わ
た
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し

羽
生
恥
収
は
始
ま
っ
て
い
て
、
新
聞
紙
や
金
属
た
め
に
、
い
つ
で
も
説
明
会
に
応
じ
ま
た
。
こ
皇
室
ね
に
よ
っ
て
、
初
め

い
演
販
を
入
れ
た
袋
を
手
に
し
た
主
婦
の
み
す
と
こ
れ
に
応
え
て
い
ま
し
た
。
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
っ
た
資
柑
や
ゴ

一?H
U
H
-
ョ
副
到
剛
判
官
日
刊
誌
一
一
日

付
卜
法
理
指
導
を
行
っ
て
い
る

4
番
w

同

じ

目

、

新

船

戸

町

会

司

新

総

戸

町

会

の

資

源

当

番

目

誌

字
時
は
、
役
員
一
名
と
各
班
の
代
表
昌
三
名
も
訪
ね
て
み
ま
し
た
会

の
の
計
四
名
l

せ
っ
せ
と
よ
り
分
け
を
し
買
戸
数
六
O
戸
の
こ
じ
ん

の

り
ん

と

て

い

ま

し

た

。

ま

り

し

た

町

会

で

す

。

同

ひ

船

戸

ム

n
自
治
会
で
は
、
一
般
の
会
員
こ
こ
で
も
や
は
り

h

当

=
亘
書
『
)

低

と

の

η

当
番
。
は
九
月
ケ
り
始
ま
っ
た
ば
許
"
が
い
て
、
三
名
が
当

だ
ひ
か
り
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
役
員
た
け
た
っ
て
い
ま
し
た
。

叶
る
が
、
"
当
番
々
と
し
て
、
毎
凶
官
協
し
し
か
し
、
作
当
番
仰
は

ま

あ

て

い

ま

し

た

。

ほ

と

ん

ど

予

を

胡

わ

す

こ

中央公民館で

進
要
綱
第
十
三
条
第
四
号
の
脱
走
に
基

つ
ぎ
の
再
生
資
源
取
扱
っ
き
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
を
も

業
者
の
登
録
取
り
消
し
っ
て
登
録
を
取
り
消
し
ま
し
た
臼

*
青
木
高
庖
(
柏
市
孔
野
井
)

つ
ぎ
の
再
生
資
源
取
級
業
者
は
、
市
*
泉
商
事
(
柏
市
大
青
田
)

再
生
資
源
化
事
業
の
廃
業
申
し
出
が
あ
*
大
和
興
産
(
湖
北
台

J

り
ま
し
た
の
で
、
再
生
資
源
化
事
業
促

V
問
い
合
せ
ク
リ

l
シ
セ
ン
タ
ー

轟電車Z:錨雄事つり
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保
有
山
出
の
入
山
凶
申
誌
は
詰
時
受
汁
付
か
月
主
治
的
乳
児
所
内
判
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
悶

け
て
い
ま
す
が
、
来
春
開
バ
一

8
即
時
有
援
実
抗
措
保
育
関
市
立
寿
保
育
函
、
市

V
申
請
方
涜
入
岡
山
申
請
書
は
児
童
家

刷
出
ヘ
入
額
を
毒
笠
す
る
人
に
限
η
、
十
立
湖
花
会
保
育
園
、
主
立
恵
愛
保
育
園
庭
謀
、
各
支
所
、
各
行
政
官
出
絡
所
、
各

一
月
一
uu
か
ら
十
一
月
一
一
円
〉
日
午
後
間
間
私
立
慈
紘
保
管
限
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。
市
立
保
育
関

時
三
十
分
ま
で
に
申
議
手
絞
き
を
し
て
保
育
品
川
衝
の
都
合
で
、
五
ト
七
年
度
(
持
、
帯
、
湖
北
台
、
東
あ
び
こ
、
恨

く

だ

さ

い

。

中

に

出

産

f
{定
で
産
休
明
け
保
育
を
希
戸
、
並
木
、
っ
く
し
野
第
ご
の
入
国

V
保
奪
鎚
へ
入
閣
闘
で
き
る
義
弟
次
町
議
さ
れ
る
人
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
直
接
児
青
是
正
庭
謀
へ
提
出

①
か
ら
お
の
い
ず
れ
か
に
談
会
し
、
家

V
障
害
児
博
資
(
特
別
保
管
)
し
て
く
だ
さ
い
。
(
郵
送
可
)

前
嶋
係
省
が
削
出
縫
な
雨
見
遊
1

沿
わ
品
、
勤
労
販
対
象
児
護
保
有
ロ
欠
け
、
滋
合
保

wv
問
い
合
せ
市
立
保
脊
図
に
つ
い
て

載
は
一
日
五
時
附
!
"
月
一
…
。
臼
で
一

O

管
が
可
能
と
判
断
き
れ
る
軽
度
心
身
障
は
兇
議
家
出
時
課
保
背
係
ま
で
、
在
立
保

。
時
削
附
舎
駄
脱
税
限
殺
と
し
司
そ
れ
以
上
谷
児
童
吋
申
請
児
議
は
必
ず
児
童
相
談
曲
目
幽
に
つ
い
て
は
次
内
幸
保
脊
溜
ま
で

芸
労
が
必
警
?
。

A
J
h
1
?
鴎

L
H
J
ト

1
・・

5

十
円

'

d
ミ

宮…

2
5義
母
親
が
喜
一

M
M円
い
い
阻
陣
要
-h

通
A
M
J
み
u
f八
)
刀

剣

労

開

審

殺

が

い

な

い

護

審

終

判

、

1
1

引

』

司

j
一

一

ト

め

き

委

主

義

な

長

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

目

標

を

上

田

る

実

績

際
的
…
災
擦
な
ど
ω

wv
入
制
酬
で
象
あ
年
齢
中
市
荒
川
附
資
制
酬
は
附
悶
月

4

日
に
働
〈
会
を
校
側
法
人
y

「
パ
リ
汀
つ
川
口
副
斗
U
白
川
汀
れ
川
}
等
間
制
伎
の
総
力
を
有
守
る
と
認
め
ら
れ

三

月

室

、

警

警

官

義

的

ル

パ

i人
材
ゼ
ン
タ

1
に
話
し
で
か
約
一
笠
間
一
側
一
開
示
一
郎
一
問
一
生
ハ
十
五
銭
宝
の
き
¥
霊
義

務
総
に
よ
り
そ
な
お
、
野
五
ら
六
か
月
に
な
り
手
。
ニ
的
側
、
会
開
一
生
紘
一
紘
一
札
一
紘
一
位
一
札
一
〈
棄
が
あ
る
入
手
包
会
支
は
お
瓦

m
m

…
4
…
4
…
a
z
s
…
l
…
号
一

に
年
齢
い
が
淡
し
む
い
な
い
削
均
一
殺
に
つ
い
線
、
総
務
視
の
後
忍
ん
の
協
カ
と
援
助
縦
一
記
一
れ
…

1
…a
h
…1
h
…
久
…
弘
一
い
の
経
緩
や
抗
措
カ
を
尊
蒸
し
協
力
し
あ

注
噺
自
衛
M
m

一ー…
42A

…
'a
…害
A

…2
e
A
F
n
，“一

て
も
中
総
務
は
法
制
惜
し
ま
す
胞
で
附
州
側
酬
に
総
…
映
し
、
子
制
怖
を
は
る
か
に
爽
一
ぃ
…

:
γ
i
i
i
γ
ー
ム
一
う
ニ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

護

休

明

付

設

〈

特

別

警

歯

義

総

合

ふ

げ

て

各

悲

し

ぺ

州

一

切

符

畑

一

m
m
w志
一
知
人
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

滅
的
線
開
仙
緩
急

U

俄
m
附
十
…
…
川
町
以
上
八
九
月
以
ハ
〉
関
税
引
牝
的
合
一
義
は
一
治
俊
一
機
…
弘
一
定
向
…
ふ
一
点
雪
山
一

ι一
祭

礼

M

脱
税
本
側
一
一
年
b
a
d
税
制
錯
し
よ
う
と

議

睡

，

事

山

一

一

空

中

ハ

人

;

十

八

人

一

九

割

引

;

一

十

よ

し

て

い

る

ご

タ

i
は

ま

の

と

お

7
1
1
J

ふ

鍾

噛

鱒

駅

構

ト

九

十

八

人

E
2
5謀
議

ヨ

去

五

五

五

一

り

委

主

主

警

告

し

霊

安

住

F

問

問

い

合

せ

一

ド

一

¥
J
/

で
き
ま
す

D

富
望
号
量

g
d髄
静
日
刊
行
以
日
尚
一
刻
紘
一
戸
開
問
一
計
れ
し
い
れ
一
昨
日
銀
国
保
年
金
繰
一
向
一
d

士
長
話
可

vel--醐

翻

蹴

臨

間

調

卿

叫

霊

長

、

総

裁

総

会

‘

著

書

、

主

主

均

三

北

川

一

判

明

J

霊

室

長

野

議

奪

三

い

警

が

停

憎

か

碍

年

金

純

度

に

税

在

、

主

制

度

は

八

霊

長

か

A
F
F

丈
、
T

4

0
民

匂

高

い

合

せ

中

小

企

業

護

金

共

同

曜

論

輯

覇

覇

裂

す

お

り

昨

年

版

に

聖

書

提

惇

ほ

し

去

に

の

が

き

て

そ

こ

で

セ

ン

タ

L

制
入
長
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
れ
ら
の
制
度
で
は
一
ベ
て
，

A
R
重

要

霊

?

?

〆

…

リ

臨

瞳

轟

轟

欝

護

主

い

を

昔

、

Eに

闘

す

2
2
3
2
1

言
葉
、
き
誉
会
践
を
一
一
わ
が
閣
の
年
室
内
需
雲
、
年
金
を
受
け
る
の
に
…
銭
円
加
入
期
間
一
塁
金
融
公
庫
年
東
警
の
ご
案
内

O
一五一

減

醐

醐

輔

醐

F
髄
醐
醐
つ
い
て
は
議
員
一
一
一
望
小
雪

i
l
i
l
i
-
-

主

主

護

Zた
め

議

議

、

金

支

部

念

、

愛

室

、

華

民

間

車

険

料

的

納

付

情

期

間

骨

量

と

し

一

翼

金

属

公

庫

で

は

、

主

融

資

的

重

量

震

を

E
P
I
-
-
岬
羽
畠
凋
制
倒
嗣
間
関
駅
縛
万
円
と
こ
め
響
ゑ
始
ま
っ
て
以
来
的
問
貯

V
J

ん
パ

i
人
材
ヒ
ン
タ
!
は
、
滋
払
府
専
門
的
な
技
即
時
一
校
総
一
肌
刊
に
ふ
〈
燃
ね
ふ
私
学
絞
め
数
級
制
H
a

終
協
・
漁
協
の
か
的
年
金
制
度
に
加
入
し
た
人
は
、
が
で
」
判
用
問
の
お
は
早
め
に
お
申
し
込
み
〈
添
削
用
銀
蕊
制
制
度
は
、
資
金
繰

η
で
お

ヲ

ケ

九

麗

翻

闇

輔

副

マ

震

を

絞

め

を

)

と

が

で

き

ま

し

令

草

食

へ

の

格

好

に

せ

て

警

2
護

語

、

禁

事

入

れ

警

喜

総

参

加

入

す

る

各

総

選

容

な

ど

と

つ

め

削

除

的

加

入

器

や

保

険

料

ニ

だ

冬

い

切

れ

史

的

中

小

金

書

互

に

で

必

要

I
l
l
i
-
-
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
i
i
j
た

警

で

:

ン

:

;

キ

2
4い

る
人
は
も
ち
ろ
ん
有
機
事
八
援
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
二
議
納
付
諸
問
が
総
〈
都
殺
が
俊
け
ら
れ
一
マ
警
の
喜
子
会
話
な
主
的
後
入
れ
の
み
ち
を
雪
、
金

、
な
お
、
こ
の
務
総
を
受
け
る
人
は
、
…
必
殺
後
な
ど
も
良
心
的
労
鍛
綴
カ
仇
町
、
出
な
が
ら
ゑ
与
が
い
を
ゑ
い
山
山
し
司
役
会
以
上
ふ
ハ
ハ
〉
級
米
山
酬
の
問
削
除
は
、
以
則
と
な
い
場
合
が
あ
り
ま
ナ
。
一

V
滋
後
嗣
開
問
問
還
総
資
金
“
流
年
間
以
内
、
畿
の
品
部
全
な
発
悩
棋
の
お
チ
ん
お
い
を
す
L
Q

納

税

者

の

皆

さ

ん

へ

主

口

約

の

わ

け

れ

前

仁

十

一

号

、

き

が

い

の

委

主

余

震

に

政

で

よ

ょ

、

2
2金

、

ザ

し

て

い

ず

れ

か

内

部

余

震

以

加

入

し

そ

こ

ぞ

、

そ

れ

ぞ

れ

的

主

製

め

一

議

室

主

以

内

撃

で

す

。

こ

の

総

警

護

し

て

い

平
盟
賓
り
或
調
甫

E
缶

一

寸

バ

ま

宇

な

け

れ

ば

す

ま

せ

ん

"

す

蓄

す

る

方

さ

を

会

災

と

し

て

義

か

こ

の

機

会

に

ど

加

入

会

主

。

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

め

加

入

閣

議

驚

丸野俗、伊 (2) 

九
州
問
鋭
部
八
H

月
六
段
、
午
前

分
、
お
そ
ろ
し
い
ぷ
が
が
ん
以

…
会
つ
ら
ぬ
き
ま
し
た
切
人
総
は

ヒ
め
て
の
滋
チ
磯
部
に
よ
っ
て
、
か
J
、

1;1メ1 11 
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びあι九

多
く
の
削
州
議
、
小
川
鳩
山
、
市
民
的
皆
さ
ん
四
時

的ニ問問地淡ふ
v
h
お
す
す
め
し
ま
す
拘

V
噌
嗣
川
市
民
会
館
L
A
A
抗
議
案

、H
V

ろ
し
ま
の
総
泌
を
批
判
お
り
ょ
に
、

V
縦
糸
内
容
、
原
憾
の
烈
し

幼
い
子
ど
も
漆
山
崎
湖
上
じ
く
つ
か
え
し

1

係
憾
の
闘
い
パ
ネ
ル

1
M
m

「
原
燃

ま
せ
ぬ
よ
ヰ
ヘ
祈
り
Ar
こ
め
て
除
制
略
的
的
関
L

人
間
ス
ケ
ノ
ヲ
、
絵
本
ベ
V
?
っ

附
闘
を
し
告
患
げ
ま
す
"
い
し
ま
の
ピ
カ
L

似
側
、
そ
の
他

〈
附
郎
胤
糊
的
問
問
絵
は
が
き
よ
り
〉

V
総
称
総
会
滋
樹
ぷ
慨
然
棋
の
体
関

V
醐
開
催
録
時
〈
入
機
織
料
〉
や
陶
〈
い
泌
附
総
本
俊
子
氏

制同十…
H

丹
波
臼
午
後
一
時
か
ら
午
後
縦
約
時
十
…
隙
川
知
日
午
後
一
一
時
か

L
u
時

ら

ぷ

時

一

ぷ

ハ

〉

分

離
十
一
月
六
会
七
日
午
前
十
時
か
ら

V
ゑ
織
綴
ル
献
を
帯
、
え
る
市
災
内
線
い

午
後
七
時

V
後
倒
閣
総
川
知
子
市
成
徴
的

盟
中
一
月
八
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
開
閉

χ本
総
出
川
絡
は
か

188 

A.B空爆的関一線



-K
も
ど
も
れ
の
照
的
人
気
ク
呼
ん
だ
e

子
ど
も
め
一
一
釣
り
に
幻
い
た
い
判
断
で
与
る
そ
ヲ
だ
"

市
恥
~
早
か
ら
悟
り
ル
臨
ん
で
八
年
包
吋
裕
付
き
添
っ
た
り
、
議
会
選
を
サ
イ
ク
リ
(
え
は
、
丈
化
滋
的
部
始
裳
札
制
佐
々

め
は
、
子
ど
も
を
見
て
も
ら
う
ど
け
で
、
ン
ク
し
た
り
し
て
、
手
W
M
滋
受
身
近
か
本
殺
が
ん
、
母
は
、
立
艇
の
鈴
木
光

ほ
ん
的
機
か
け
の
つ
も
リ
ω

だ
っ
た
と
に
峨
い
じ
て
い
る
と
い
う
俄
々
本
さ
ん
だ
α

伐
さ
ん
と
い
う
ぷ
間
約
仰
の
宝
系
。

か
。
ぞ
れ
が
「
淡
淡
い
泌
ヲ
内
が
怒
勺
湾
台
に
k

ぶ
っ
て
今
年
で
二

O
年
。
そ
小
さ
い
同
引
か
ら
役
者
に
な
ろ
う
と
今

た
よ
リ
使
利
幻
っ
た
こ
と
に
い
卵
、
え
て
ョ
の
お
も
し
ろ
さ
は
ど
こ
に
望
叶
い
え
、
そ
れ
が
お
医
務
お
ん
か
週

間
州
続
、
人
油
開
と
も
申
し
分
な
か
っ
た
の

1

お
骨
枠
制
誌
の
夜
応
を
じ
か
に
感
ヒ
と
終
に
。
小
さ
い
領
、
衡
問
問
的
手
続
を

い
つ
の
ま
に
か
総
裁
い
て
し
ま
い
勺
て
摘
ヒ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
十
九
受
け
、
今
度
は
引
を
だ
れ
か
や
ゑ
づ

ー
や
は
り
、
お
核
開
慨
が
て
や
み
や
っ
と
思
っ
た
ん
で
す
い
と
関

μ〕
山

大

勢

号

、

熱

心

に

き

〈

号

。

峰

B

P

A

J

1

見
て
く
れ
ま
す
と
、
市
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
門
会

1

削州統

凶

悶

閣

内

一

一

f

ι叶
切

手

愛

子

7
h
aむ
の
つ
ま
す
。
努
強
会
い
へ
い
同
一
間
市
季
初
絞
め
議
一
持

P
Y
4
f』
炉

開

崎
油
相

t
u
州

州

原

笠

夜

は

、

没

者

と

お

と
1
v
て
出
か
け
た
問
時
総
替
え
ま

、

公

子

治

持

基

主

体

と

な

っ

ば

、

ど

ん

ど

ん

ど

地

域

的

活

動

議

人

J
j
z
d
f
i
E己
主
し
て
行
く
加
し
て
、
何
ら
か
の
役
に
立
ち
と
い

'ez
‘，
J

遍

夜

ー

し

J

ト
ιれ
一

制

乞

も

の

だ

と

ぷ

い

ま

す

い

と

縫

う

の

3

E

3

f

愛

一

ぎ

な

口

蓄

え

{

ぷ

言

、

J
…
浪
人
三
男
一

Kz

三

ニ

崎

小

地

方

公

痛

い

切

る

み

旬

、

来

事

五

:

、

文

化

緩

め

伐

採

魚
川
仙
か
-
見
に
ゆ
本
た
務
か
ら
そ
子
公
淡
か
予
定
さ
れ
て
い
る
協
容
と

4

ぬ
仙
川
ぢ
的
人
々
が
、

L
て
文
化
照
的
む
を
山
引
き
出
し
た
い

氏周‘ W 附白

'.{j~) I:l i; 

出
淋
疹
〈
は
し
か
)
予
防
接
援

幼
児
の
堺
市
世
〈
は
ー
か
〉
子
間
間
接
持

を
、
止
め
際
綴
出
問
問
問
で
個
別
叫
に
行
い
ま

す
。
特
紬
滋
す
る
ち
は
、
際
線
機
捌
聞
に
宇

治
議
が
総
意
し
て
み
り
ま
す
の
で
直
後

申
し
込
ん
で
く
M
M沿い。

一
機
六
か
月
間
内
総
療
鈴
査

一
得
時
六
か
丹
波
総
議
訟
を
を
宅
次
的

と
お
ワ
行
い
ま
す
a

V
持
参
す
る
も
的
徹
子
幾
康
手
続
左

側
附
訟
票
(
続
人
も
れ
の
な
い
よ
う
〉

幾
大
か
月
完
縫
液
晶
静
滋
阪
開
問

親

学

級

H
U
K

線
中
的
漁
獲
、
新
生
児
約
投
開
城
山
知

停
車
、
引
税
松
駅
持
川
詰
問
な
ど
に
つ
い
て
可
市
内

総
帥
時
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その怨〉

~申込Yうまま t主喜重ハガキに:彼自時、

氏名、祭場昔、 1童§、コ…ス、電訪

言霊祭俊足詩喜三し、我孫子旬以 教室事

主主義量殺惨事著書事ぎで

惨申込期限 111'弓?の必蓄

惨事事事義人員 会奇襲El21l8

3務絞め場合l品約機〉

昔話2--2/01

砂申泌総控室 付録2決砂義

1>遼絡先 83-0446 

ごj)海霊費税!d::"罰181∞万F号でした。

詰i話題i週盟凶臨一
世界線一流のま藍楽会事罷till ! 

フランツeリストE室内ズーすストラ

みずみずL<緊叡なアンサンプ

ル。燃焼しきった淡絡めさわやか

な総動を味わヮてみませんか。

砂8鰐 1口lHれ1

;淡嵩 参修砂入草擦襲事総ヰ 2釦弓叩00叫l斗{全I践有詰ω1!お〉
'炉惨霊翻担白 4モε…ツアルト . $:抜立ち苛淑宇較4イセ芝レ

τナト一ド}ト、f炎造議絡竜 Fア Jイfオネ、.クライネ

ナJ、トムジーク JK525、バルトー l

ク:絞殺オ ケストラのためのヂ

く3之総選盟我孫襲撃F寄金〉

ぷ48(17人編成}

舞惨さを縫 我1i1i子市教符委員会

験罪悪い合せ m1主会館宮8.1…3311
@入場券oa望書畏めは*平襲審議警正当
〈我孫子総評議印判むひら万奮 l

!6(重量誠子駅北口) *予賓待祭給

〈叉まそう草月続) *モヨ111畿とう主主主〈滋

"L綾織の) *十一堅議議懇f2j

白百〉

190 


